
占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年

第
七
条
第

七
号
に
掲

げ
る
施
設

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
一
二

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
六

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
二
を

乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
九

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
一

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
四

を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第

八
号
に
掲

げ
る
施
設

及
び
自
動

車
駐
車
場

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
二
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
九

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
一

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
四

を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第

九
号
に
掲

げ
る
応
急

仮
設
建
築

物

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は

高
架
の
道
路
の
路
面

下
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
二

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
六

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
二
を

乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
八
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
十
号
に
掲
げ
る
器
具

Ａ
に
〇
・
〇
二
八
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第

十
一
号
に

掲
げ
る
施

設

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は

高
速
自
動
車
国
道
若

し
く
は
自
動
車
専
用

道
路
（
高
架
の
も
の

に
限
る
。）の
路
面
下

に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
二

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
一
六

を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・
〇
二
を

乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
八
を
乗
じ
て
得
た
額

激

甚

災

害

適

用

す

べ

き

措

置

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害

法
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
措
置

備
考

上
欄
の
暴
風
雨
と
は
、
平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
五
号
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

省

令

平成™š年˜—月˜ 日 水曜日 第œ��™号官 報

別
表
の
備
考
第
七
号
中
「
第
七
条
第
十
号
及
び
第
十
一
号
」
を
「
第
七
条
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
特
定
連

結
路
附
属
地
に
設
け
る
も
の
及
び
同
条
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
中
「
、
第
七
号
、
第
十
号
」
を
「
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
同
号
に
規
定
す
る
特
定
連
結
路
附
属
地

に
設
け
る
も
の
並
び
に
同
条
第
七
号
、
第
八
号
」
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
六
条
第
七
号
中
「
除
く
。）」
の
下
に
「
並
び
に
同
法
に
規
定
す
る
都
市
利
便
増
進
協
定
に
関
す
る
こ
と
」

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
五
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に

伴
い
、
及
び
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
幼
稚
園
設
置
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

中
川

正
春

幼
稚
園
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

幼
稚
園
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
三
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
二
項
」を「
第

三
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
」
を

「
第
三
条
第
三
項
の
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
」
に
改

め
、
同
項
の
表
第
八
条
第
一
項
の
項
中
「
児
童
福
祉
施
設

最
低
基
準
」
を
「
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
」
を

「
第
三
条
第
三
項
の
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

政
令
第
三
百
二
十
二
号

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激

甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。
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